
 
 

令和 5 年 7 月 20 日 
                           

荒川区景況速報（令和５年４月～６月） 
   
 

あら坊の景気ウオッチング！ 

 
 
 
 
 

○ 今回調査結果のポイント ○ 
 
 
 

 
 
 
 
調査方法等 

    荒川区内事業所の業種別構成比に基づき無作為抽出した中小企業２００事業所を対象に、 
年１２月日に調査票を発送し、事業所からの回答を集計（回収率 ．％） 

 
 

（問合せ）荒川区 産業経済部 産業振興課 管理係 担当 小山・中条 
電話０３（３８０２）３１１１ 内線 ４４６・４７６  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊ 調査方法等 
今回の調査は、業種別構成比に基づき、抽出した区内中小企業２００事業所を対象に、今期と次期 

について調査を行いました。調査票は令和５年６月１０日に発送し、１５１事業所から回答（回収率 
７５．５％）がありました。また、集計値は四捨五入で表記しています。      

（問合せ）荒川区 産業経済部 産業振興課 管理係 担当 山本・益子 
電話：０３（３８０２）３１１１ 内線：４４６ 

  
 

全 業 種 の 動 向 
 

１ 今期（４～６月）・次期（７～９月）の業況判断 

※ＤＩとは、「良い」と回答した企業の割合－「悪い」と回答した企業の割合 
荒川区の今期は▲３０．７（前回調査時▲３２．５）とほぼ横ばい。次期は▲３３．３とやや悪化

と予想されている。全国・東京都の今期～次期を見ると、全国では改善、東京都でも改善の予想と

なっている。 
 

２ 今期（４～６月）の売上（１～３月と比較した状況） 

「増加した」が２０．５％、「あまり変わらない」が４０．４％、「減少した」が３９．１％となっ

ている。 
 

３ 最近の「原材料」や「原油」などの高騰は、貴社の経営に影響を与えましたか 

  「大いにマイナスの影響があった」が２３．２％、「マイナスの影響があった」が５８．３％、「変

わらない」が１７．９％、「プラスの影響があった」が０．７％、「大いにプラスの影響があった」

が０．０％となっている。 

 

４ 「原材料」や「原油」などの高騰によりマイナスの影響を受けている内容について、当てはまるも

のを教えてください 

「仕入価格の上昇」が３４．７％、「売上高、販売実績の減少」が１６．５％、「運搬等のコスト増

加」が１６．５％、「コスト増加分の価格転嫁が困難」が１４．５％、「製造工程でのコスト増加」

が７．７％、「取引先・親会社からの受注減少」が７．７％、「その他」が２．４％となっている。 

 

５ 原材料・原油価格高騰を受けたコスト増加分の価格転嫁について、当てはまるものを教えてくださ

い 

「全て転嫁できている」が５．４％、「半分以上は転嫁できている」が４２．２％、「転嫁できたの

は半分に満たない」が２５．２％、「全く転嫁できていない」が２０．４％、「コストが増加してい

ないため転嫁する必要がない」が６．８％となっている。 

 

６ 貴社が今後企業として取り組みたいことについて、当てはまるものを教えてください 

「特になし」が２３．７％、「デジタル機器を活用した業務改善や企業改革（ＤＸ）の推進」が２２．

３％、「後継者の育成や確保」が２２．３％、「災害等に備えるための事業継続計画（ＢＣＰ）の作

成」が１０．４％、「温室効果ガスの排出量ゼロ（カーボンニュートラル）に向けた生産性改善や企

業価値向上」が５．７％、「事業の売却や譲渡（Ｍ＆Ａ）」が５．２％、「国連が目標として定める様々

な社会課題（ＳＤＧｓ）の解決に向けた企業経営の推進」が４．７％、「その他」が４．７％となっ

ている。 
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１  今期（4～6月）・次期（7～9月）の業況判断  

⑴  全業種 
荒川区の今期は▲30.7（前回調査▲32.5）とほぼ横ばい、次期は▲33.3 とやや悪化の予想となっている。全

国・東京都の今期～次期を見ると、全国では改善、東京都でも改善の予想となっている。 

調 査 名 
前期 今期 次期 傾向 

時点 DI 時点 DI 時点 DI  

荒川区 景況速報 1～3 月 ▲32.5 4～6 月 ▲30.7 7～9 月 ▲33.3 
 

全国（中小企業庁 

中小企業景況調査） 1～3 月 ▲13.7 4～6 月 ▲10.8 7～9 月 ▲6.4  

東 京 都 （ 東 京 都  

中小企業の景況） 2 月 ▲26.0 5 月 ▲18.0 6～8 月 ▲14.0  

 

⑵   製造業 
荒川区の今期は▲40.5（前回調査▲35.0）と悪化、次期は▲25.0 と大幅に改善の予想となっている。 
全国・東京都の今期～次期を見ると、全国では改善、東京都ではやや改善の予想となっている。 

調 査 名 
前期 今期 次期 傾向 

時点 DI 時点 DI 時点 DI  

荒川区 景況速報 1～3 月 ▲35.0 4～6 月 ▲40.5 7～9 月 ▲25.0  

全国（中小企業庁 

中小企業景況調査） 1～3 月 ▲13.6 4～6 月 ▲10.4 7～9 月 ▲3.5  

東 京 都 （ 東 京 都  

中小企業の景況） 2 月 ▲25.0 5 月 ▲18.0 6～8 月 ▲15.0  
 

⑶   卸売業 
荒川区の今期は▲50.0（前回調査▲38.1）と大幅に悪化、次期は▲50.0 と横ばいの予想となっている。 
全国・東京都の今期～次期を見ると、全国では大幅に改善、東京都でも改善の予想となっている。 

調 査 名 
前期 今期 次期 傾向 

時点 DI 時点 DI 時点 DI  

荒川区 景況速報 1～3 月 ▲38.1 4～6 月 ▲50.0 7～9 月 ▲50.0  

全国（中小企業庁 

中小企業景況調査） 1～3 月 ▲9.8 4～6 月 ▲9.3 7～9 月 0.1  

東 京 都 （ 東 京 都  

中小企業の景況） 2 月 ▲22.0 5 月 ▲12.0 6～8 月 ▲8.0  

 

⑷   小売業 
荒川区の今期は▲25.7（前回調査▲35.9）と大幅に改善、次期は▲38.9 と大幅に悪化の予想となっている。 
全国・東京都の今期～次期を見ると、全国では改善、東京都では大幅に改善の予想となっている。 

 

 

調 査 名 
前期 今期 次期 傾向 

時点 DI 時点 DI 時点 DI  

荒川区 景況速報 1～3 月 ▲35.9 4～6 月 ▲25.7 7～9 月 ▲38.9  

全国（中小企業庁 
中小企業景況調査） 1～3 月 ▲22.9 4～6 月 ▲22.1 7～9 月 ▲15.0  

東 京 都 （ 東 京 都 
中小企業の景況） 2 月 ▲39.0 5 月 ▲31.0 6～8 月 ▲19.0  
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２ 今期（4～6月）の売上（1～3月と比較した状況） 
「増加した」が２０．５％、「あまり変わらない」が４０．４％、「減少した」が３９．１％となっている。 

（前回調査 「増加した」：１７．２％、「あまり変わらない」：３６．９％、「減少した」：４５．９％） 

業種別では「増加した」が、製造業では１６．２％、卸売業では１０．５％、小売業では２５．０％となって

いる。 

 

３ 最近の「原材料」や「原油」などの高騰は、貴社の経営に影響を与えましたか 

「大いにマイナスの影響があった」が２３．２％、「マイナスの影響があった」が５８．３％、「変わらない」が

１７．９％、「プラスの影響があった」が０．７％、「大いにプラスの影響があった」が０．０％となっている。 

 

 
 

 

 

 マイナスの影響を受けている内容について、当てはまるものを教えてください。 

「仕入価格の上昇」が３４．７％、「売上高、販売実績の減少」が１６．５％、「運搬等のコスト増加」が１６．

５％、「コスト増加分の価格転嫁が困難」が１４．５％、「製造工程でのコスト増加」が７．７％、「取引先・親

会社からの受注減少」が７．７％、「その他」が２．４％となっている。 
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原材料・原油価格高騰を受けたコスト増加分の価格転嫁について、貴社に当てはまるものを教えてください。 

「全て転嫁できている」が５．４％、「半分以上は転嫁できている」が４２．２％、「転嫁できたのは半分に満た

ない」が２５．２％、「全く転嫁できていない」が２０．４％、「コストが増加していないため転嫁する必要がな

い」が６．８％となっている。 

 

 

 
 

貴社が今後企業として取り組みたいことについて、当てはまるものを教えてください 

「特になし」が２３．７％、「デジタル機器を活用した業務改善や企業改革（ＤＸ）の推進」が２３．２％、「後

継者の育成や確保」が２２．３％、「災害等に備えるための事業継続計画（ＢＣＰ）の作成」が１０．４％、「温

室効果ガスの排出量ゼロ（カーボンニュートラル）に向けた生産性改善や企業価値向上」が５．７％、「事業の

売却や譲渡（Ｍ＆Ａ）」が５．２％、「国連が目標として定める様々な社会課題（ＳＤＧｓ）の解決に向けた企業

経営の推進」が４．７％、「その他」が４．７％となっている。 
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４　主な自由意見等

業種 内　　　容

製造
原材料費高騰のため、材料費・消耗品の価格が30％～80％上昇している。個人経営はか
なり厳しい状況である。

製造
得意先のうち大手企業に対してはコスト増加分の価格転嫁は難しい。他半分の企業は価
格転嫁していただいたが先き行きは不安だ。

卸売
流通ルートが変わってきているが、なかなか対応出来ていない。また、海外からの仕入れ
商品は為替レートの影響で、だいぶ厳しい状況が続いている。

卸売
コロナ禍は収束してきたものの卸売販売は減少が続いており、ほぼ小売りとなってきた。
仕入れ先や販売者も減っており、厳しい状況である。

サービス
当社の待遇改善（給与を含む）等は、大手企業のようにはならず、例年通りの昇給にとど
まった。大部分の中小企業は対応出来ていないと思われる。

サービス
仕入れ値が上がり続けていて、６月に入ってから値上げ（売価）の方向で動き出している。
売り上げ減少が予想される。

サービス
（飲食店経営）去年より売り上げは増加傾向にあるが、お客様の早帰りが目立つ。これは
当面続きそうだと考えている。

サービス 店舗経営を継続していくために、引き続き人材育成が課題である。

小売
イベント再開により若干売上げが戻ったが、日常の売り上げは依然として落ち込んでい
る。

建築 人材確保に苦戦しており、仕事を受注したくとも出来ない状況が続いている。
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令和５年４～６月　あら坊の景気ウォッチング［全業種］

　

10～12月ＤＩ▲ 30.7 ＝12(良い)　-　42.7（悪い） ＝8.7(良い)　-　42（悪い）▲ 33.3

良い

12.0%

普通

45.3%

悪い
42.7%

無効回答

0.0%

４～６月の景況

増加した
20.5%

あまり変わらない
40.4%

減少した

39.1%

４～６月の売上

（1～３月との比較）

良い
8.7%

普通
49.3%

悪い

42.0%

７～９月の景況予想

有効回答１５１事業所

DIDI

最近の「原材料」や「原油」などの高騰は、貴社の経営に影響を与えましたか

大いにマイナスの影響が

あった

23.2%

マイナスの影響があった

58.3%

変わらない
17.9%

プラスの影響があった

0.7%
大いにプラスの影響があった

0.0%
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マイナスの影響を受けている内容について、当てはまるものを教えてください。

原材料・原油価格高騰を受けたコスト増加分の価格転嫁について、貴社に当てはまるものを教えてください。

5.4%

42.2%

25.2%

20.4%

6.8%

全て転嫁できている

半分以上は転嫁できている

転嫁できたのは半分に満たない

全く転嫁できていない

コストが増加していないため転嫁する必要がない

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

16.5%

34.7%

16.5%

7.7%

14.5%

7.7%

2.4%

売上高、販売実績の減少

仕入価格の上昇

運搬等のコスト増加

製造工程でのコスト増加

コスト増加分の価格転嫁が困難

取引先・親会社からの受注減少

その他

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

貴社が今後企業として取り組みたいことについて、当てはまるものを教えてください

10.4%

5.7%

23.2%

4.7%

5.2%

22.3%

4.7%

23.7%

災害等に備えるための事業継続計画（ＢＣＰ）の作成

温室効果ガスの排出量ゼロ（カーボンニュートラル）に向けた生産性改善や企業価値向上

デジタル機器を活用した業務改善や企業改革（ＤＸ）の推進

国連が目標として定める様々な社会課題（ＳＤＧｓ）の解決に向けた企業経営の推進

事業の売却や譲渡（Ｍ＆Ａ）

後継者の育成や確保

その他

特になし

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%
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令和５年４～６月　あら坊の景気ウォッチング［製造業］

　

▲ 40.5 ＝10.8(良い)　-　51.4（悪い） ＝16.7(良い)　-　41.7（悪い）▲ 25.0

良い
10.8%

普通

37.8%

悪い

51.4%

無効回答
0.0%

４～６月の景況

良い

16.7%

普通

41.7%

悪い

41.7%

７～９月の景況予想

増加した

16.2%

あまり変わらない
29.7%

減少した

54.1%

４～６月の売上

（１～３月との比較）

有効回答３７事業所

DIDI

最近の「原材料」や「原油」などの高騰は、貴社の経営に影響を与えましたか（番号に○）

大いにマイナスの影響があった
32.4%

マイナスの影響があった

48.6%

変わらない

16.2%

プラスの影響があった
2.7%

大いにプラスの影響があった
0.0%
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社会経済状況の変動がつづくなか、貴社の現在の経営課題について、当てはまるものを教えてください

12.5%

29.2%

16.7%

9.4%

17.7%

12.5%

2.1%

売上高、販売実績の減少

仕入価格の上昇

運搬等のコスト増加

製造工程でのコスト増加

コスト増加分の価格転嫁が困難

取引先・親会社からの受注減少

その他

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

2.7%

56.8%

27.0%

10.8%

2.7%

全て転嫁できている

半分以上は転嫁できている

転嫁できたのは半分に満たない

全く転嫁できていない

コストが増加していないため転嫁する必要がない

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

貴社が今後企業として取り組みたいことについて、当てはまるものを教えてください

13.0%

11.1%

25.9%

3.7%

3.7%

16.7%

5.6%

20.4%

災害等に備えるための事業継続計画（ＢＣＰ）の作成

温室効果ガスの排出量ゼロ（カーボンニュートラル）に向けた生産性改善や企業価値向上

デジタル機器を活用した業務改善や企業改革（ＤＸ）の推進

国連が目標として定める様々な社会課題（ＳＤＧｓ）の解決に向けた企業経営の推進

事業の売却や譲渡（Ｍ＆Ａ）

後継者の育成や確保

その他

特になし

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

原材料・原油価格高騰を受けたコスト増加分の価格転嫁について、貴社に当てはまるものを教えてください。
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令和５年４～６月　あら坊の景気ウォッチング［卸売業］

　

7～9月ＤＩ ▲ 50.0 ＝5.3(良い)　-　55.3（悪い） ＝2.6(良い)　-　52.6（悪い）▲ 50.0

良い

5.3%

普通

39.5%

悪い

55.3%

無効回答

0.0%

４～６月の景況 良い

2.6%

普通

44.7%

悪い

52.6%

７～９月の景況予想

増加した

10.5%

あまり変わらない

47.4%

減少した

42.1%

４～６月の売上

（１～３月との比較）

有効回答３８事業所

DIDI

最近の「原材料」や「原油」などの高騰は、貴社の経営に影響を与えましたか（番号に○）

大いにマイナスの影響があっ

た

15.8%

マイナスの影響があった

65.8%

変わらない

18.4%

プラスの影響があった

0.0%
大いにプラスの影響があった

0.0%
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マイナスの影響を受けている内容について、当てはまるものを教えてください。

21.8%

33.3%

23.1%

5.1%

10.3%

5.1%

1.3%

売上高、販売実績の減少

仕入価格の上昇

運搬等のコスト増加

製造工程でのコスト増加

コスト増加分の価格転嫁が困難

取引先・親会社からの受注減少

その他

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

10.8%

48.6%

24.3%

16.2%

0.0%

全て転嫁できている

半分以上は転嫁できている

転嫁できたのは半分に満たない

全く転嫁できていない

コストが増加していないため転嫁する必要がない

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

原材料・原油価格高騰を受けたコスト増加分の価格転嫁について、貴社に当てはまるものを教えてください。

貴社が今後企業として取り組みたいことについて、当てはまるものを教えてください

11.8%

5.9%

23.5%

9.8%

7.8%

21.6%

3.9%

15.7%

災害等に備えるための事業継続計画（ＢＣＰ）の作成

温室効果ガスの排出量ゼロ（カーボンニュートラル）に向けた生産性改善や企業価値向上

デジタル機器を活用した業務改善や企業改革（ＤＸ）の推進

国連が目標として定める様々な社会課題（ＳＤＧｓ）の解決に向けた企業経営の推進

事業の売却や譲渡（Ｍ＆Ａ）

後継者の育成や確保

その他

特になし

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%
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令和５年４～６月　あら坊の景気ウォッチング［小売業］

　

10～12月ＤＩ▲ 25.7 ＝8.6(良い)　-　34.3（悪い） ＝2.8(良い)　-　41.7（悪い）▲ 38.9

良い

8.6%

普通

57.1%

悪い
34.3%

４～６月の景況

良い

2.8%

普通

55.6%

悪い

41.7%

７～９月の景況予想

増加した

25.0%

あまり変わらない
44.4%

減少した
30.6%

４～６月の売上

（１～３月との比較）

有効回答３６事業所

DI DI

最近の「原材料」や「原油」などの高騰は、貴社の経営に影響を与えましたか（番号に○）

大いにマイナスの影響があった

22.2%

マイナスの影響があった

66.7%

変わらない

11.1%

プラスの影響があった
0.0%

大いにプラスの影響があった

0.0%
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マイナスの影響を受けていつ内容について、当てはまるものを教えてください。

19.7%

39.4%

11.3%

11.3%

14.1%

4.2%

0.0%

売上高、販売実績の減少

仕入価格の上昇

運搬等のコスト増加

製造工程でのコスト増加

コスト増加分の価格転嫁が困難

取引先・親会社からの受注減少

その他

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

5.9%

29.4%

32.4%

26.5%

5.9%

全て転嫁できている

半分以上は転嫁できている

転嫁できたのは半分に満たない

全く転嫁できていない

コストが増加していないため転嫁する必要が

ない

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

原材料・原油価格高騰を受けたコスト増加分の価格転嫁について、貴社に当てはまるものを教えてください。

貴社が今後企業として取り組みたいことについて、当てはまるものを教えてください

6.7%

0.0%

22.2%

2.2%

6.7%

22.2%

2.2%

37.8%

災害等に備えるための事業継続計画（ＢＣＰ）の作成

温室効果ガスの排出量ゼロ（カーボンニュートラル）に向けた生産性改善や企業価値向上

デジタル機器を活用した業務改善や企業改革（ＤＸ）の推進

国連が目標として定める様々な社会課題（ＳＤＧｓ）の解決に向けた企業経営の推進

事業の売却や譲渡（Ｍ＆Ａ）

後継者の育成や確保

その他

特になし

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%
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-63.6
-57.1

-45.4

-40.3
-53.8

-48 -39.4 -44.8
-31.2 -33.3-59.9 -54.6

-39.6

-55.6 -47.4

-49.1
-32.6 -32.5 -30.7

-100.0

-80.0

-60.0

-40.0

-20.0

0.0
R3年4-6月 R3年7-9月 R3年10-12月 R4年1-3月 R4年4-6月 R4年7-9月 R4年10-12月 R5年1-3月 R5年4-6月 R5年7-9月

ＤＩの推移（全業種）
ＤＩ

実線はＤＩ 点線はＤＩ予想

-70.0

-51.2

-18.4

-44.4 -38.6

-46.5 -23.4
-35

-40.5

-70.5 -68.0

-39.5

-15.8 -42.2

-43.2 -44.2 -46.8
-40

-25

-100.0

-80.0

-60.0

-40.0

-20.0

0.0
R3年4-6月 R3年7-9月 R3年10-12月 R4年1-3月 R4年4-6月 R4年7-9月 R4年10-12月 R5年1-3月 R5年4-6月 R5年7-9月

ＤＩの推移（製造業）
ＤＩ

実線はＤＩ 点線はＤＩ予想

-67.5

-43.5

-50

-47.6

-62.8

-57.8
-48.7 -54.8

-40.5

-50

-52.2

-50

-42.9

-55.8

-42.2
-56.4

-35.7
-38.1

-50

-100.0

-80.0

-60.0

-40.0

-20.0

0.0
R3年4-6月 R3年7-9月 R3年10-12月 R4年1-3月 R4年4-6月 R4年7-9月 R4年10-12月 R5年1-3月 R5年4-6月 R5年7-9月

ＤＩの推移（卸売業）ＤＩ

実線はＤＩ 点線はＤＩ予想

-55.8
-64.3

-42.1

-69 -64.3 -68.4

-51.2

-35.9
-25.7 

-46.5 
-55.8 

-50.0 

-42.1 
-52.4 -50.0 

-42.1 

-41.5 
-33.3 

-38.9 

-100.0

-80.0

-60.0

-40.0

-20.0

0.0
R3年4-6月 R3年7-9月 R3年10-12月 R4年1-3月 R4年4-6月 R4年7-9月 R4年10-12月 R5年1-3月 R5年4-6月 R5年7-9月

ＤＩの推移（小売業）
ＤＩ

実線はＤＩ 点線はＤＩ予想

（例）DI予想のR5年7～9月は、

R5年6月時点での予想
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